
株 式 会 社 小 野 組 行 動 計 画

令和元年７月～ 子どもの誕生日その他の子どもに係るイベント日について、年次有給休暇を取得して
いないものについては、ノー残業デーとする。

所定外労働時間を削減し、社員全員の家族と過ごす時間を増や
す。

１．計画期間

●

令和元年７月１日から令和６年６月３０日までの５年間

● 令和元年７月～ 受付方法、優先させた際に他の者に時季変更してもらう必要が発生した場合の対応そ
の他の運用方法を検討する。

● 令和元年９月～ 受付後の取得予定日の管理方法、現場の対応方法などを検討する。

　社員全員がその能力を発揮できるワークライフバランスの実現を目指し、地域の次世代育成支援に貢献する企業とな
るため、次のような行動計画を策定する。

２．内容

　これまで取り組んできた出産時・子ども誕生日の取得促進に加え、入学・卒業式、運動会などのイベント時に
も取得することを勧める。

令和元年７月～

＜対策＞

　家庭時間を増やしワークライフバランスを実現するため、残業を減らす。

目
標

＜対策＞
配偶者が出産する際の急な年次有給休暇の取得、子どもの誕生日や入園・入学式、卒
園・卒業式、運動会、学園祭、授業参観日その他の子どもに係るイベント日には、優
先的に年次有給休暇を取得できる旨を周知する。

1 家族のための年次有給休暇の取得を促進する。

● 令和元年８月～ 子どもに係るイベント日の受付を開始する。

● 令和元年７月～

●

● 令和元年７月～

3 社員の家庭生活の充実化を図る。

令和元年７月～ イベント日のほか、過去の実績からノー残業デーを設定できる日を模索する。

● 令和２年１月～ 定期的に残業実績を確認し、設定変更その他改善が必要かどうか検討する。

　家族で参加できるイベントにより、プライベートを充実させ、ワークライフバランスの実現に貢献する。

＜対策＞

毎年5月の社員旅行に家族を同伴できるようにし、周知する。

年に一度、社員とその家族（家族同等の者も含む。）が集まる家族会として、バーベ
キューを開催する。

● 令和元年７月～ 残業限度時刻を20時00分とし、社員全員に周知し厳守させる。

目
標

目
標 2

●


